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　 2007 年 度の 「X 線診 断時に患 者が 受 ける線 量
の 調 査研 究」で 得 られ た ア ン ケート調査 デ ータの
うち ，
一
般 撮影で の 傾 向に つ い て 報告 する ．
一
般
撮影で の調 査内容は ， X線装置 の種類 ， 発生方式 ，
フ ィ ル タ，照 射 野 ，撮影 距 離 等 で あ る ．検 討 した撮
影部位は 20 部位で あり，照射条 件は標 準 的な体
型とした ．線量評価は入射表面線量で行 っ た ．ア ン
ケート調査で得 られ た 782 施設 の 撮 影条 件か ら患
者の 受ける線量を推 定した ．線 量推定は中部地区
の 医療 施設の 協力 を得て ，電 離箱線量計 に よ り出
力線 量を 測定 し ，基準 の 厚 さ，照 射野 を基 に 算 出
した ．また ，推定 した 線量 とNDD −M に より推定 し
た線量を比 較 検討 し た．
　今 回の 調査 で は ，
一
般 撮影装 置の 発生 方 式 は
約 90 ％が イ ン バ ータ装置で あ っ た ，CR の 保 有率は
約 86．7％，FPD は 19，4％，　Film／Screen は 11、1％で あ
っ た ，1997 年の 調査 で は ，ディ ジタル シ ス テ ム が
15．2％，Film／Screen シス テム が 84．8％で あ っ た ．
この 約 10年でディ ジタル シ ス テム とFilm／Screen
シ ス テ ム の 保 有率が 逆転 して お り，X 線 診断領 域
で の CR，FPD に よる急速 な ディ ジタル 化 が進 んで
い る こ とが分 か っ た ．推定した入射表面線量 の 平
均値は ，頭 部正 面 2．39mGy ，頭 部側面 1．82mGy ，
頚椎 正 面 O．90mGy ， 胸椎 正 面 3．37mGy ， 胸椎 側
面 5．73mGy ，腰 椎 正 面 4 ，06mGy ，腰 椎 側 面
11 ．34mGy ，骨 盤 正 面 3 ．12mGy ，大 腿 上 部
1．99mGy ，前腕 O．18mGy ，足関節 0．21mGy ，胸部
低 圧 0．42mGy ，胸部 （80kV ）0．49mGy ，胸部高圧
0 ，26mGy ， 腹部 正 面 2 ．52mGy ， グース マ ン
5，65mGy ，マ ル チ ウ ス 6 ．02mGy ，幼児 股 関 節
0 ．19mGy ，幼 児 胸 部 0 ．18mGy ，小 児 胸 部
025mGy であ っ た．一般的に 使用 され る NDD −M
に よる推定値 と比 較す る と，今 回 の 推定線 量 は ，
全 て の 部位 にお い て 約 30 ％高 くな っ て い た ．ディ
ジタル 系 とFilm／Screen系の 線 量を比 較 す ると
部 位 に もよ る が ，ほ ぼ 同等か デ ィ ジタ ル 系が 高 く
な っ た ．ま た ，撮 影 条 件 で は ，FPD が CR ，
Film ／Screenに比べ 管電 圧 が 若 干 高め ，mAs 値
が 低め とうい う傾 向を示 した ．
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